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1 問題の 所在

1 − 1 ．学校におい て軽度発達障害児 （自閉圏の

子 どもたち）の発達はい かにして保障されるの カ 

　多様な但 性や能力を持 つ 子 どもた ちが同 じ場を共

有 し、共に成長で きるこ とが理想だが、現実には障

害ゆえに対等な関係を築きづ らい 子 どもたちが存在

す る。クラス に来 るの が楽 しみで、安心感 の 中で主

体的に活動でき、子 どもの 自己肯定感を高め つ つ 発

達が保障されるには子 どもたちの 内面世界を受け止

め るクラス 運営が重要だ。 E ’ ）平成 10 （1998）年頃

か ら始まっ た とい われ る 「学級崩壊」後、 小学校に

おける軽度発選障害児は どの よ うな生活世界に生き

て い るの だろ うか。彼 らの発達はい か にして保障 さ

れ るの だろ うか。

1 − 2 ．問題の背景

　平成 19 年度 （2007）年度か ら本格実施 され た

「特別支援教育制度」 はそれまで の 「特殊教育」 か

らその 対象 を大幅に広げ 、 LD ・ADHD ・高機能

自閉症等の 児童 ・生徒も含め る こ とにな っ た
。

1・L2）

3 ）平成 16 年 （2004）5 月 1 日現在、特殊学級の生

徒は 約 9 万 ユ千人 。 通級指導対象者が約 3 万 6 千人。

それに対 して LD ・ADHD ・高機能自閉症等新た

に対象となる人数 は約 68 万人い る と推定 される。
i24）

こ の 対象者は特定された個人で はなく、 誰を支

援すべ きなの かが わか らない こ とで 、教育現場は困

惑を示 して い る 。

　平成 15 （2003）年度か ら文部科学省が推進 して

きた 「特別支援教育推進体制モ デル 事業 （平成 17

（2005）年度か らは 「特別支援教育体制推進事業」

は学校教育現場にお い て どの程度活用 されて い るの

か、現場における反応は どの よ うなもの で 、 またそ

の 限界は何かを検討する。

2− L 調査方法

　平成 22 （2010）年 5A か ら愛知県下 の A 小学校

と B 小学校で参 与観察を した 。 また 、 ディ ス レ ク

シ ア 協会名古屋が校長か ら依頼され て 10 人の学習

支援員をボラ ン テ ィ ア として送 り込ん でい る C 小

学校も見学させ て い ただい た。生徒数 はそれぞれ

647人 、523人、757人 。

　A 小学校では ス ク
ー

ル サポー
タ
ー

に低学年 を中心

に案内して い ただ き、問題の ある子 どもの い るクラ

ス にス クールサポーターとして入 っ た。 B 小学校で

は 日本生活教育連盟会員の ベ テ ラ ン教師の 1年 1組

に席を用意して い ただき、登校か ら下校まで子 ども

たちと行動をともに し、 参与観察した 。 C 小学校で

は学習支援員と
一
緒に学校見学を し、支援員が書い

た記録を閲覧させ て い ただ い た。

　B 小学校 1年 1組で はその後も参与観察を継続し
、

多面的に分析を続けて い る。

2 − 2．学校の プ ロ フ ィ
ール

　A 小学校は三河地方の人 口 4 万人強の都市 （小学

校 5 校）にあ り、日系ブラジル 人を中心 に外国籍の

生徒も
一

定数通っ て い る 。 Hl7 年に特別支援教育体

制推齢 歉 豫 校に選ばれ、mo 年にも再度選 ばれ 、

現在も継続中である。 学習支援員に対する市の 予算

も、愛知県下では例外的に多く、 ボラ ン テ ィ ア また

は交通費の み支給とい う市町村が多い 中、教師の カ

テ ゴ リ
ー別に報酬が支払われ て い る、1 年生 は 106

人い るが 、

一
ク ラス 30人以下にするた め、4 ク ラ

ス に分けて い る 。 特別支援学級 2 。 教科の 指導は し

ない ス クール サポーター 2人 、教科指導は しない が

教員免許を持つ ス クール ア シ ス タン ト2人、授業を

サポ
ー

トす るサポー トテ ィ
ーチ ャ

ー3 人、愛知県か

ら派遣されて い る少人数教育の 教師 1名、目本語指

導教師 1名、通級指導教師 1 名 と入数的には充実し

て い る。ただ し 日本語指導教師 （前年は特別支援学

級担任）以外は フル タイ ム で なく、 担任との 打ち合
わせ の時間もほ とん どない。

　B 小学校は尾張地方の人 口 8 万人強の都市にあ り、

交通の便 もよく、名古屋市の ベ
ッ ドタウン として発

展 して い る。最近隣の 町 と合併 して大きくなっ たが、

田園風景も広が るの どかな風土は子 どもたちの伸び

やかな成長をサポー トして い るよ うに思われ る。学

び支援 2名、特別支援員 1名。 1年生は 89 名で 3
クラ ス 。 30 人ク ラス を実現 して い る 。 特別支援学
級 2 。
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3　 聞き取 り結果 と考察

1）学校現場にお い て は、戸惑い と少ない 予 算の 中、

学習面に関 しては支援員が ／校に 1名をめやすに配

置され支援が始ま っ て い る 。 しか し、 十分な対応 が

で きず、か えっ て 管理教育が強化 され る例 も見受け

られた。しか し、魅力ある授業実践がなされて い る

クラス で は 、
1 名の支援員を有効に 活用 し、子ども

たちの 豊かな交流がはか られる クラス 運営がなされ

て い た。

2 ）学習支援員に授業運営の妨げになる生徒を全面

的に任せ、指導の対象か ら外す場合がある。これで

はイン クル ージ ョ ン の理念に反す る。専門知識を持

ち合わせた支援員の意見を授業運営に反映させ る柔

軟な担任の ク ラス は 目に見えて改善されてい っ た。

3 ）月に 1度の巡回相談で十分にア セ ス メ ン トする

こ ともなく
一
般的なア ドバ イス を担任に残 し、

一
層

の混乱をきた した例も出て い る 。　 （小 3教諭談）

4 ）名古屋市の保育園で は中堅の保育士研修と して

定期的に研究会を開き、具体的に問題の ある子ども

に即 して専門家か らア ドバ イ ス を受け 、 ケース ス タ

ディ を行 っ て い るが、子 どもに対する理 解が深ま り、

効果的な保育実践に貢献 して い る 。

5 ）職場の 共同性は弱体化 した上 、様々 な身分の 人

が い るの で 、打ち合わせや引き受 けられる仕事の 範

囲も制限される。人事考課制度によっ て 、達成 しに

くい 目標をた て なか っ た り、評価されない仕事を避

ける教師も増えて くる。 　 （金森，2007）

5 ）学習支援員の 関わ り方が どの よ うであれ、複数

の 目で子 どもを見る方がよい。学校の 中で 支援員同

士 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を とるゆと りがあればよい が、

せ めて記録を読ん で フ ィ
ー

ドバ ッ クで きない と効果

は あがらない。

6）担任の 学級づ くりが最大の ポイン トで ある。注

4）

・こ とばで 支える。 ・子 ども同士 を繋ぐ。

・全員が発表できる機会を与える。

・丁寧な授業鞴 など。

　当 目は B 小学校 1年 1組の 授業実践を担任 と子

どもたちの発話を中心 に分析 して 、当事者、子 ども

集団、教師など多様な意味世界の 交錯する学校現場

をできるだけ当事者の視点に近づ い て詳細に記述 し、

ク ラ ス の魅力をお伝えしたい 。

＊ 軽 度発 達障害 とい う用語 はあい まい さが あ るた め文部科学省

は 2007 年 3 月以 降、公 的には使 用 しない こ とにな っ た。

＊発達障害者支援法 （平成16年12月 10日　 法律第167号）におい

て 「発 遡 璋害」 とは、自閉症、ア スペ ル ガ L
症候群その他の 広

汎性発達障害、学習障害、注意欠 陥多動性障害その他こ赧 こ類

する脳機能の 障害で あ っ てそ の症 状が通常低年齢 におい て 発現

す る もの として政令で 定める もの をい う。 2 この 法 律におい て

「発達障害者」 とは、発達障 害を有す るた めに 日常生活又 は社

会生 活に制限を受 ける者 をい い 、 「発達障 害児」 とは、発瀞 章

害者の うち18歳未満の もの をい う。

注 1） 1998 年に開校 した神 奈川県茅 ケ崎市立 浜之郷 亅・学校は、
「聴 き合 う関わ り」 を築 くこ とを鍵 に、

一
人ひ と りが 自然体で

穏やかに生活 し、安 心 して学びあえる学校作 りが 目指 された結

果、1学期が終わる頃には どの クラス にも数 人い た机 に じっ と

して い られない 子 どもや授業 中に奇声 を発 して しま う子 どもた

ちが緩 やかに変化 し始 めた。　 （佐藤学、1999＞

注 2） 平成 17 年 （2005 年） 12 月 8 日　 中央教〒藩 議 会 「糊 r！

支援教 育を推進 す るた めの 制度 の 在 り方 につ い て （答 申） に よ

ると 「文部科学省で は、平成 15 年度 （2003 年度）か ら 「特別

支援教育推進体制モ デル 事業」 を全都道 府県に委嘱 して 推 進 し、
「校内委員会」 の 設置や 「特別支援教育コ

ーディネ
ーター

」 の

指名、　 「棚 1亅の教育支援謝画 」 の策定を行 うこ とと してい る。

　また、各都道府 県教育委 員会等 におい て は、教育委員 会の 職

員、教 員、心理 学の 専門家、医師等に よ り構 成され る 「専門家

チー
ム 」 の 設置、小 ・中学校等 を定期 的 に巡回 し、LD ・AD

HD ・高機能 自閉症等 の 幼児児童生 徒 に対 す る指導 内容 ・方 法

に 関す る指導や 助言 を行 う 「巡 回相諷 の 実施及び 障害 の あ る

幼児児童生徒に 対する総合的な支援体制の 整備 を促進 するた め、

教育、福祉、医療、労働等の 関係部局や、大学、親 の 会、NP

O 等の 関係者 か らな る 「特別支援連 携協議会」 を設置する こ と

として い る。

注 3）平成 14 （2002）年 12 月、閣議決定された 「匡轄 者基本

計 画」 の 中におい て
…　　学習障害、注意欠陥／多動性障害、

自閉症 な どにつ い て 教育的支援を行 うなど教育 ・療育に糊 IJの

ニ
ーズ の ある子 どもにつ い て適切 に対応す るこ とが 基本方針 と

して 盛 り込まれた。

注 4 ）平成 14 （2002）年 2 月か ら3 月に か けて 実施 され た 「通

常の 学級 に在籍する特別 な教育的支援を必 要 とす る児童生 徒に

関す る全国 実態調査」 に よ る と 「知的発達 に遅れ は ない もの の

学習面 か行動面で 著 しい 困難を示す」 と担任教師が回答 した児

童生徒の 割合は 6．3％で あっ た。
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